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口例

1 本書は奈良市二条大路南三丁目179-1ほかに位置する平城京左京三条一坊七坪の発

掘調査報告である。

2 調査は民間会社の開発行為にともなう事前調査として、奈良県教育委員会の委託を受
けた奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部 (部長 町田 章)が実施 した。
3 調査は平城宮跡発掘調査部の平城宮跡第231次調査に該当し、調査期間は1992年 1月

8日 から3月 31日 まで、調査面積は2200ドである。

4 調査には中村慎―・杉山洋・ 山崎信二・高瀬要―・浅川滋男・渡辺晃宏が参加 し、堀
沢祐一 。安達志津子 。松尾史子 。谷川亜紀子・谷口智樹の協力を得た。調査にあたって

は奈良県教育委員会事務局の協力を得た。また報告書編集に際し、奈良市教育委員会の

協力を得るとともに、松岡縁・吉村順子の助力を得た。なお、不明土製品 (126)の 用

途等については、奈良国立博物館の御教示を得た。

5 本書の作成は、平城宮跡発掘調査部長町田 章の指導のもとに調査員全員があたり、
全体の討議を経て次のように分担執筆 した。

I・ Ⅲ-1・ Ⅱ-1・ IV-4:杉山洋、Ⅱ-2・ Ⅳ-2:浅 川滋男、Ⅲ-2:山 崎信虫
Ⅲ-3:中 村慎一、Ⅳ-1:高 瀬要一、Ⅳ-3:渡 辺晃宏
6 遺構・遺物・図版の写真は佃 幹雄・牛嶋 茂 。杉本和樹が担当し、森本佐由理の協
力を得た。

7 本書の編集は杉山が担当した。


